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電気冷蔵庫の荷造包装強度試験について
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内 容 梗 概

敏弘の荷造包装試験には,包免訂,の保管と輸送の両者の立場から検討する必要がある｡前者は主として材料

の防かび性,耐湿性,汚損性などの材質的問題を取り扱い,後者ほ主として材料の耐振動性,耐衝撃性,耐圧

縮性などの強度的問題がその対象となる｡

本稿は,電気冷蔵庫の実際の輸送ならびに荷役時に受ける衝撃力を測定する一方,包装強度に関する各種試

験の衝撃力を同一の測定器を用いて解析し,従来ともすjlば衝撃力が測定器および測定方法の差異により相対

的比較が困難であったことを是正し,両者の比較照合によi),合理的な工場内包装強度試験方法を設定した経

過とその成果を紹介したものである｡

第1表 貨車およびトラック自体の衝撃(日立運輸資料)

1.緒 言

荷造包装は製品を工場から顧客の手に安全に引き渡すことが第一

義的使命である｡しかし量産品包装の場合はこの第一義的使命にの

みとらわれ,包装コストを犠性にして包装に必要以上の安全度を与

えることは大きな経済的損失である｡量産品の荷造包装には,もっ

と経済性を加味すべきである｡

製品の荷造包装の強度を確認するためには,実際に九州,四国,

あるいほ北海道などの遠隔地に輸送試験を行なえばよい｡しかしこ

のような輸送試験ではその試験条件に関する情報が得がたいので,

結果の再現性に乏い､ばかF)でなく,試験に長時間を要するために

フィードバックが十分にできないうらみがある｡

そこで実際の輸送条件と等師な試験条件を設定することができる

ならば,量産品の荷造包装の使命を達し,しかも経済性のあるもの

を数多くの試行の繰り返しによって選択できるわけである｡

実際の輸送条件については,多くの内外文献があるにもかかわら

ず,衝撃力を対象にして論じてあるので,測定器の差異ないしは試

験条件の相異によって必ずしも絶対値を比較して検討することがで

きなかった｡

筆者らほ同一測定器を用い,測定条件もほぼ近似になるようにし

て,実際の輸送条件の測定値と各種の包装強度試験機による測定値

とを比較するとともに,包装品に加わる力の状態を観察して,実輸

送試験と等価に近い包装強度試験法を確立することができた｡この

試験方法の採用により,電気冷蔵庫の荷造包装の検討が合理的に行

なわれ,事故率の減少と経済的包装構造の選択に寄与することがで

きた｡

2.電気冷蔵庫の輸送および荷役の実態について

荷造包装された製品の輸送過程において受ける衝撃としてほ,ト

ラック,貨車などによる振動衝撃と,積み下し,移送,仕分けなと

の荷役作業中に受ける激突衝撃とがある｡

2.1輸送中の衝撃

2.1.1貨車およびトラック自体の振動衝撃

貨車およぴトラックの台車が,その走行条件によりいかなる振

動をするかに関しては,現在までにも椰々の文l桃が発表されてい

るが,振動解析機器,測定プア法1P､あるいほトラ､ソクの場付ま特

に退路条件の相異で,そjtらの新果は必ずしも--･･致していない｡

弟1表ほ日立運輸株式公社が,吉Lr一式振動衝撃加速度計(K-3形)
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を川いて洲址Lた純米であるが,貨小の拡励衝撃ほトラックに比

べ非常制動時以外はすべて小さいことが示されている｡この事実

ほほかの文献(1)(2)でも一致しているしまた,包装技術の研究者に

とっては公知である｡したがって荷造包装■さnエーの輸送中に受ける振

動衝撃は,トラックの場合を考えれば十分であるといえる｡

2.1.2 トラック輸送の衝撃

トラックの台車振動は道路状態により著しく異なる｡工場から

営業倉庫までの輸送にほ主として貨車か,あるいほ大形トラック

が利用されるが,この場合の道路条件ははとんど問題にならない

ほど良好であるのが普通である｡しかし営業倉庫より顧客までの

輸送径路になると,90%以上ほ小形トラックまたはオート三輪が

利用され,道路状況は,荷造包装にとってきわめて不利なものと

なる｡日本の道路はそのほとんどが未舗装であることからいって

も,ここが輸送事故発生の温床になっていることが理解される｡

前節にも述べたとおり,トラック台車の振動解析に関してほ,

そのレポートが必ずしも一致していない点から筆者らは,独自な

測定方法をもって実測することにした｡冷蔵庫荷造包装の外郭が

小形トラック輸送中,最悪道路条件で台車より何gの振動衝撃を

受けるかを調査するために第1図のように加速度計ピックアップ

(共和電業製120A-50C形)を取り付け,タイヤの半分ほど埋ま

る凹凸の最も激い､いなか道を最悪道路条件として選び実験を行

なった〔この場合インパクト･オ･グラフも併用し測定の精度

を高めるよう配慮した∩実験に供した小形トラックは積載弔量

825l(g(総積載最の82.5%重量),タイヤロ三力前輪2.1lくg/cm2,

裡輪3.51くg/cm2,トヨペット形式4SV.54年式であり,実験統

果ほ弟2表に示すとおりである｡この結果トラック輸送中,荷造

包装外郭に加わる最大振動衝撃値ほ 50gにも達する大きな値を
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第1図 小形トラック走行時の振動衝撃測定装置

検出部取付外観

加速度計
直流電原

(ゴーβレJ

フラウン管

オシログラフ

抵抗燥

ひずみ喜十

電 磁

オシログラフ

第2凶 実験装置事三プlコックダ丁ヤプラム

第2表 ト ラ
ック輸送Il･の約り箪

荷造包装強度試験 に つ い て 325

トラック輸送フロ一子ヤート

区 分 チャート 説 明 衝 撃振動条 作

▽

工1宗 内

常道 作

目三遷1輸

営業居直

り三 ㌣+店

7マークl】フト

トラック

フォーク

トラい′り′1-ト三輯

倉庫内て‾

トラ､ソ々自重上まて

台車上配万1】

/＼ご名

目的地＼

(東京し;∫J

倉庫内荷降うし

倉庫にて

トラ､ソクおよ(巾-
ト三矧こ格t

相打店向

脹 軌

引きすレリー2仰

振動衝撃

/～J〝

ブ～/β仰

ノア

1帝衝撃(‾づ‾こ付′㌧甘

摺警警警.～し?仰
振動繍撃

藷下回数一回)
()貯

/β

〔わ

①

2♂

り

¢

〔r)

(1町

政

第3阿 冷践挿荷造包装品の輸送フロ【チャ【卜の一例

第4表 荷役回数と落下高さ
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示L,前節第1表の伯と大幅な州只をホL.た｡この椚異ほ道路状

況の仙界に起閃していることも考えらJtるが,そクつ洲に機器おユ

び測定ノブ法の和光が主レミ1をなしていると抑起さJtる∩

実愉送の衝撃桝析と∴l二場内包装放任.ムー(験の術慣仰析との関連性

を諭ずるには,まず測定機詩語と測応力法な統一しないと,まちが

った拙論を引き出すおそjtのあることを,この子脈実験であらた

めて認識させられたわけである〔そこで以下の一連の実験にあた

り,前述のトラック輸送の衝撃解析に用いた実験装樫と方法をそ

のまま採用することにした｡弟2図は実験装躍のブロックダイヤ

グラムであり,弟3表は測定機器の仕様を示したものである∩ 衝

撃力測定においては,加速度計の取り付け方が最も重要であるこ

とは前述のとおりであるが,荷造包装品の外郭に加わる衝撃力を

知ることを第一条件に考慮し,23mmの杉板を介して加速度計に

直接,衝撃がかかるようにした∩ また測定に際しては気温(5～

j)側耐,卜両は請卜高さ10cm以卜の衝撃をその約5%

便てある｡

一受ける程

r2)蒲卜高さ5cml'上下とは角つき走行運搬,引きずりなどを含む｡

8℃),湿度(30～40%RH)のもとで,杉枇の水分含有率むこ著しい

変化のないことに母音L/た｡

2.2 冷蔵庫荷造包装品のフローチャート

冷蔵仲村造包装■■‖＼が二｢場から顧客の手に渡るまでにいかなる衝撃

を受けるかを知るためには,そのフローチ+r-トを作成することが

必要である｢､1二場かF)の出荷方法としてほ

(1)二‾l二場から貨申積みされる場合‥‥･‥････……=(車扱い)

(2)工場から国鉄駅までトラックで運搬し,国

鉄駅からは一般貨物と同じ取り扱いを受け

る場合……

(3)_‾‾I二場からトラック枯みされる場合･‥‥‥‥‥･･

(混 載)

(トラック)

の三つの場合がある｡弟3図はトラック輸送の場合の,フローチャ

ートの一例を示すものである｡このフローチャートにより,第4表

のような結果を得た〔この表によると,冷蔵庫荷造包装品が顧客の

手に渡るまでに,5cm以下の落下回数ほ実に約200回,10～40cm

即度の蒲‾F一円数が20･､28回であることが明らかになった｡さらに,

実地の荷役+大沢をノブ其記録L,荷役の再現により,†別苛役巾の包装

】耶こ加わる術撃ノJヰ)測止することができた∩

2.3 荷役中の衝撃

‾li汀節のフローチャートより狩らメLた汽抑こよi),稚々の荷役を再

現し,荷役小の衝撃プJな実測した紡見 たとえばフォークリフトの

場合,フォーク自体の振動の貨物にケえる衝撃力ほ高々2g程度で

ありまたフォークで地上に荷を降ろす場合でも最大4g程度である

ことがわかったっ この程度の衝撃では,冷蔵庫荷造包装の内外を損

傷に至らしめることほない｡ところが人間の力による荷役rF業でほ

一般に乱暴に取り扱われ,コンクリート上に直接港下したり転落す

るひん度が大きい｡(弟4表参照)筆者らの測定では,わずか5cm

程度のコンクリート上落下でも約45g,悪い例では30～40cm落下

で,140～160gにも達した｡また荷役中はフローチャートにもある

-51-



326 昭和38年2月 日 立

ように,引きずりとか角あて歩行が行なわれる機会もかなりある

が,この場合の衝撃力ほ最大5g位と考えれば十分である｡しかし,

荷造包装の外郭にねじi)力がかかるので,板材の損傷,釘抜けなど

直接,間接の原因ともなるので注目する必要がある｡従来包装貨物

の落下試験というと,貨物の底面のみに衝撃を加えてきたが,実際

にほ貨物の底面のみで衝撃を受けることはむLろ少ないくらいで,

角とか稜の方が受けやすい｡また荷積みする場合ほ,必ずといって

よいほど側面にも衝撃が加わる｡側面衝撃の場合ほ転落を除けば多

くほ木対木の衝撃面であるが,20～40g程度の衝撃が記録されてい

る｡衝撃力測定に当たり,単に加速度gのみに止まらず,衝撃波形

もあわせて測定し,衝撃の性質もは超し これらの実験結果を基礎

にLて,工場内包装試験機の衝撃特性の解析を行なった｡

3.エ場内包装強度試験機について

包装貨物の包装強度試験機には一般に次のようなものがあげられ

る〔以下各試験磯の特長を説明するとともに,第二章で紹介した衝

撃解析方法によって実測して得られた各試験械の衝撃特性もあわせ

て紹介するっ

(1)傾斜衝撃試験機

(2)振動試験棟

(3)落下試験機

(4)激動試験機

(5)回転六角ドラム試験機

3.1傾斜衝撃試験機

3.】.1傾斜衝撃試験機

傾斜衝撃試験棟は第4図に示したように傾斜滑走台,滑走車お

よび衝撃板から成り供試品包装貨物を滑走串にのせて滑走させ,

供試品を衝撃掛こ直接衝突させる試験方式である｡衝撃力の大き

さほ滑走中の走行距離によって調節することができる｡

3･1･2 走行距離と衝撃速度の関係

策5図において,滑走中上のf共試品が衝撃板に衝突する瞬間の

衝撃速度Vm/sほ,供試品走行距離エm,傾斜角β,重力の加速

度gm/s2,i骨走を始めてから衝撃板に達するまでの時間rs,滑

走中のころがり摩擦係数を/∠とすれば,

Ⅴ=g(sin〟-〃COSβ)r

V=v′豆記….
….(1)

….(2)
ただし n二(sin〝-/′COS〃)g

で表わされるっ(2)式で与えられるⅤと同じ速度になる自然落‾F

高さを〃mとすると

ガ=___土工
g .……(3)

となるで(3)式ほ衝撃面が傾斜衝撃試験とまったく同

一条件の場合に成り立つ｡走行距離と衝撃速度との関

係を実験的に求めた結果を弟る図に示す｡この図から

求めうるⅤとエとの関係式およびαの値ほ

Ⅴ=1.7､/七

α=1.5 :ク…2‡
が得られこれを(3)式に代入すると

月'≒0.15エ
…

となる｡

3.l.3 走行距離と衝撃加速度の関係

(4)

(5)

評 論 第45巻 第2号

第4図 傾斜衝撃試験機外観
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的に定まるが,衝撃時間に関してほ衝撃面の形状,材質,含水

量,その他の要因の組み合わせで決定されるので結局実験的に求

灯,･ん
ニ

レr

/ 2 4
一

走行距離 ∠ rノ野)

第6【ズ!傾斜衝撃試験機の速度特性

岩浪g超

∠ニ肋折

渡篠湖.志し

ぬ〝彩さ
〟⊥ナ 叫n

衝
撃
版
へ
木
製
)

第7図 衝 撃 加 速 度 測 定
(航抗線ひずみ計によるオシロ撮影)

めるほかほない(弟7図ほ抵抗線ひずふ計により衝撃加速度をピ

ックアップし,それをオシロ搬影した一例である｡この方法によ

り走行距離と衝撃加速度との関係を求めると弟8図のようにな
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第5表 振動試験機 の 仕様
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第8図 傾斜衝撃試験における衝撃加速度

第9囲 振 動 試 験 機 外 観

る｡同図にはインパクト･オ･グラフにより求めた走行距離と衝

撃加速度との関係も併記した｡走行距離が大きくなるにつれ,抵

抗線ひずみ計よりもインパクト･オ･グラフによる測定値のほう

が小さくなっているが,後者は衝撃力を機械的にべソ書きさせる

構造なので,ペソ振れが大きいとその誤差も大きくなるものと思

われる｡

3.2 振 動 試 験

3.2.1振動試験磯概要

包装強度試験を口的とした振動試験は荷造包装品の輸送中に受

ける振動を再現させるために行なうもので,振動耐久性とか共振

耐久性などを試験するものである｡したがって振動試験機として

は振幅も振動数も自由にかえられるものがよい｡一般に振動波形

はj仁弦波のものが多い｡弟9図ほ口立製作所栃木工場に設置され

ている松平式振動試験機の外観でありその隣器仕様ほ第5表に示

すとおりである｡

1†+
七

叫
…
一

の掩肘郡

部
L
製
形
㌦

而
車

抵

触
哉
方
波
変

盤
塔
動
勤
数

動
七

動

振
放
振
振
㍍
炉

称
古
式
さ

机
址
向
形
朗

1二 拡 晰 叫■ 変 範 押

舟主七振動加速度(連続)

日動振動数変化率

駆 動 川:1‾ミキE動 耗

詔

松平式振動試験棟

伊藤粁鍵株式会社

UBC-10A形

本体 約1,750×1,770×790ⅠⅥ111

駅動装杵 約600〉(1,4()OX6川)111†11

1,000×1,000mm

250kg

垂rたおよび水平

正 比 紘

カム加如方式

:iO～600rpm運転小連続可変

元

(手動,l′†動〕

7ノ′ミラソス加振方式

300～3,000rpm)顎転叫連続可変(手動,自動)

カム加振方式

0～40mm運転中連続可変

アンバランス方式

0､3mm運転中連続可変

カ ム 加 払… 二方式 ±

アン/こぅノス加あi方式 ±

(手動.111動〕

(手動,自動〕

2g

6g

±10g max瞬間

標準変化率 60rpm/s

3ゥ1過分巻整流子電動枚4P,5HP at2,500rpm

200/220V50/60c/s125～2,500rpm連続定格

3.2.2 振動試験の衝撃加速度

振動物体の振幅と振動数が決定されるとその物体に加わる振動

加l速度は一点｢伽こ淀まる｡/〉振幅α,振動数′なる振動の加速度

化′は

什′=-α(2二T′)ユsill(2ご′f)
(6)

で表わさメtる｡最大加速軌よSin(2汀′f)=±1のとき

`r′=手α(2汀′)2‥ ‥(7)

で与えF,れるrr--･附こ衝撃ノJの人きさ斗米J)すた〟)の加速瞳は串ニ

ノJ加】速度叫‖†倍カ､ネ_一ヰ)一一,て夫示するかシ▲_)

rr=耳α(買方ノ‾)3(g) t･(8)g

となる｡(8)式によりαと′と(fの関係線図をつくっておけば任

意の振動の最大加速度が容易に求められ便利である｡振動試験機

の振動加速度に関Lては上述の群論伯と実測値はほぼ一致するの

で特に実測値の記載を省略した｡

3.3 落 下 試 験

3.3.1落下試験機概要

落下試験機は,自然落下を利用して衝撃を-ゾ･えんとするもので

あるが供試品の形状,寸法,埴最によって,その構造な異にす

る〔また小形軽量の供試品では掛こ▲試験機を必要とL･ない｡前j心

の慣斜衝撃試験棟も本質的には落‾‾F武験機であるが,包装強度試

験機としての落下試験ほコンクリートトで行なうのが普通であ

る｡

3.3.2 落下高さと衝撃加速度の関係

冷蔵庫包装には木わくが用いられてあるので落下衝撃面が木対

コンクリートの場合について述べる｡舞10図は自然落下高さと

衝撃加速度との関係を示Lたものである｡第8図の傾斜折撃等価

落下高さと衝撃加速度の関係よりも一般に加速度が大きくなって

いるのは衝撃面の相異であると判断される｡

3.4 激 動 試 験

3.ん1激動試験磯概要

激動試験機とほ所定の落下高さより断続的に落下衝撃を行なえ

るもので,輸送中のくり返し衝撃あるいは荷役中の断続的な衝撃

を再現させるためのものである｡弟11図ほ東京衡楼製の激動試

験機であり,その枚器仕様ほ弄る表に示すとおりである｡

3.4.2 激動試験の衝撃加速度

激動試験でほ供試.-ihと衝撃面とがほぼ一休となってくりj垣し蒲
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執

揮

∫β

鶴
藷体重量‥Z♂メ♂

大き さ:ごJ伽仰入∠∫伽〝ズプ(材仇方

条 件:コンクリートに落下きせた

板厚∠Jf(坂村二杉)

加速度計

/β ∠♂ J♂ 〃♂

語下高さ(C仰ノ

∫♂

第10国 務下高さと衝撃力との関係

第11凶 放 助 試 験 依 外 観

下するものであるから,供.抑.1.に加わる街撃力ほ落

下試験の場合よりかなり小さくニ㌧る〔第12図ほ試

験機の揚程距離と衝撃加速度の関係を示したもので

ある｡

3･5 回転六角ドラム試験

3･5･1回転六角ドラム試験機概要

回転六角ドラム試験は六角ドラムの中に供試品を

入れ,ドラムをL土1J転させて供試品にすべり,清‾‾F,倒

れなどの衝撃を与えて包装強度を試験するものであ

る｡試験機および試験方法についてはJIS-Z-0209,

0210,0211(1954)に規定されており,ドラム直径が

7フィートと14フィートの2種類がある｡冷蔵韓

の場合は14フィートドラムのものが使frJされる｡

第13図ほ試験機の外観を示したものである｢

立 評
三′ゝ

百㈹

イβ

jβ

〃

(う

雌
憎
買
織
姫

第45巻 第2号

頂戴妄:悪気冶或庫/合

方バブ

/ 2 J 〃 ∫ ♂

揚程居巨離(C〝)

節12国 政動試験棟の衝撃加速度

第13図14フィート回転6角ドラム試験機外観

サ儲

3･5･2 回転六角ドラム試験の衝撃力

回転六角ドラム試験により供試品に加わる衝撃力

の方向は一足していない｡したがって衝撃力の三方向の成分を求

める必要がある｡供試品の前後,左右,上下の三方向のうち左右

方向に最も大きい加速度が加えられ最高約200gであった｡次に

上下方向でほ約70g,前後方向では約50gとなった｡このような

大きな加速度が包装品の各方向から連続的に与えられることほ冷

(a)包 装 品 外 観 (b)冷蔵庫下部の変形

第14図 冷蔵庫包装品の回転6角ドラム試験結果(4回転)

蔵庫のように重量の大きいものにとってはかなりの過酷な試験と

なる｡弟14図ほ冷蔵樺包装r㌔｢-の回転六角ドラム試験,4回転(24

転落)の結果である｡包装外部および冷蔵倖の損傷状況ほ輸送事

故例にみられないほどじん大であった｡
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第6表 様仕機験試動激

モ白 日

メ ー カ

微 動 凹 数

諸 元

束京衡機饗皇道所

25回/min

項 ｢1

揚 程

虫大負荷容ユ正

第7女 工場内包装載度試験仕様

諸 元

滋火 70rnm

200kg

種

類
r

諸

.叫且彗

下
一
横

倒

し

傾
斜
衝
撃

振

動

激
動

衝 撃 部 所

り■訓

後
左

右

=
一
‖
一
側
個
側
側

側
側
側
側

妨
一
柵
■
内
面
仙
而
■
山
j
r
.
i
面
噛

錐

後
一

一

上下垂直 加 振

上】F垂 直 加 振

前後水 平 加 振

左右水 車 加 振

上 下 激 動

衝蝉レ隕斜
6 底 i如

F-1数(回)
時間(分)

各
各
一
各
一
1
1
1
1

川
柑
一
柑
■
一
円
田
川
阿

田

河

回

回

5分

5分

5分

5分

ソテ 沈

下 限l上 限

20cm花卜

30cm諮下

20cmi'#下

30庄陳列

30戸別頁斜

30度佃斜

30Eと怯斜

1m)ヒ打

1m走行

1m走行

1m走行

200｢-

1,200rpm

振幅2mm
l,200～

2,000rpnュ

振幅1mm

50～300rpnl

振幅10mm

50＼300rpm

振帖10mm

100F可と拐程 65mm

(200〕1100l三ユl

1阿14m起行

40cm詰下

50cm落下

40cmデ左下

50斑傾斜

50圧傾斜

50度傾斜

50虻傾斜

2m走テナ

2m走行

2m走行

2m走行

200～

1,200rpm

5mm

l,200～

2,000rpm
2mm

50～300rpm

30mm

50√､300rpm

30mm

拐群 65mm

200凹

6m走 行

僻 考

コンクリ
ー

ト上

コンプリート上

β○

供試■Ⅴ.突きI_【ミ

し寸法ほ約

50mmとする

振動数変化率

は1c/s/s

加振時間ほ2

分加振後5分

休止,再び3

分加振とする

20好i/分

突きりlし寸法
50mm

4.工場内包装強度試験の設定とその効果

4.1包装強度試験仕様

緒言にも触れたように,量産聾柑の荷造包装の新鹿ほ不足でふっ

てもまた過剰であってもいけない｡Lたがって包黎ヒ瓜比の良4≠をふじ

験するにほまず合瑠的勺な試験方法を確立することが先決である｢､冴子

2黄の冷蔵庫荷造包装の輸送フローチャートおよび小形トラック輸

送の衝撃力解析と第3茸の実験結果とを総合的に検討し,輸送試験

と等価な工場l勺包装強度試験方法を舞7表のように設足した｢･1子r

の供試品について第7表の順仔にしたがって試駁する｡開梱(かい

こん)点検ほ全試険項目終了後に行なう｡試験仕様の上限および下

限とi･ま,包装強度の過不足を指摘しうるように便宜上分けたもので

あり,‾1こ限の試験仕様で強度不足を,+二限の試験仕様で弧度過剰を

判正するものである｡荷造包装榊こは一般に下限の仕様で試験を尖

施している｡

4.2 包装強度試験仕様の妥当性

弟7表の下限の試験仕様を策3表の様式で整】壬1けると第8表のよ

うになる｡弟3表と第8表を比較すると弟7表は実輸送の場合より

衝撃加速度を大きめにとってある｡これほ_■_1二場内試験条件を実輸送

条件よりきつくして安全をとったものである｡5cm以‾Fの衝撃力ほ

⊥場内でほ激動試験および抜上払拭験により与えた｡これはトラック

第8表 包装強度試験下限仕様の衝撃
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第9表 輸

回 数

20‾三言‾‾l‾‾‾高三よ
8

送 事 故 指 数

車!撃

_二⊥
1l21

辱廷作 年 度

輸送部故指数

32

100

33

75

34

73

35

86

36

30

(ぎl三)昭和32年度の輸送･1i故事を100とした｡

輸送や杓つき運搬の代啓をねらったものである｡振動試験ほ加振時

間が短いきらいほあるが,振動数範囲を広くとってカバーした｡工

場内包装試験ほ短時間で行なえるということが一つのたいせつなね

らいであるからである｡10cm以上の落下衝撃ほ弟3表では20～28

同となっているが弟8表でほ21何とした｡上限仕様に関してはま

だ試験実績も少なく,今後さらに検討が必要である｡

4.3 包装強度試験実施の効果

包装強度試験実施の効果を,工場出荷後輸送車放として返却され

る比率からながめることにする｡策9表は昭和32年の全出荷台数

に対する輸送事故率を100とLたときの各年度の輸送事故指数を示

す｡昭和36年度は7月現在を表わしているが,昭和32年の3分の

1以下,昭和35年の2分の1以下に事故率が減少している｡これ

は昭和36年度の製品から弟d表の仕様に基づく包装強度試験を全

面的に実施した効果と考えられる｡現在の輸送事故内訳は冷蔵庫外

箱の塗装悔や突き傷などが圧倒的に多いが,包装コストを上げるこ

となくこれらの事故率をさらに低減する必要があろう｡また輸送]妄

故占■1のlいには第る表の試験仕様では両税できない事故例もあり,コ

ソグリート上2mからさかさ享軒Fを3Ldも行なって輔封且できる場合

がある｡)これらの小股は湘女ヰ三の大小によって対策の要否を決定す

るプノ針をとっている｡

5.結 言

電気冷蔵庫荷造包装の滋度試験ほ包装強度の過不足を指摘しうる

ものでなければならないrl筆者らは輸送試験の代替とLての,合即

的な二【二場内試験方法を設定,実施することにより,包装コストを引

き上げることなく輸送事故の低下に成功した｡しかし輸送事故とい

うものは,輸送手段や地域によって変動する性質を有するので,輸

送事故内容を調査検討し,工場内試験のあり方を常に吟味するたゆ

まない努力が必要である｡終わりに本稿に閲し,ご指導とご援助を

賜わった日立製作所多賀工場,白石検査部長をほじめ関係各位に探

じんの謝意を表する｡
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